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チョｰバル峡谷(ChovarGorge)

ネパｰル王国の主都カトマンズ市街地から南々西約5kmに位置する

石灰岩の峡谷.カトマンズ盆地がまだ湖だった頃マンジュシュリｰ

(文珠菩薩)が正面の岩を切り開いて水を流したと伝えられる.湖

の排水時期はC1壬による絶対年代の研究によると5,000年前以降と

される.

カトマンズ盆地の水を集めたバグマティ川(Bagmati)はこの峡谷を

経てマハバラト山脈(Mahabha工atLekh)中のバグマティ峡谷を南流

しはるか南のヒンダスタン平原に達しガンジス川に合流する.

峡谷を形成するのはカトマンズ複向斜構造の最上部を占めるチャンド

ラギリ層(ChandragiriFormation)の結晶質石灰岩.この地層は

三葉虫頭足類コノドントなどの化石を産しオルドビス紀からデボ

ン紀に対比される.手前にはこの石灰岩を焼くネパｰル唯一のセメン

ト工場左手には男女の交歓をおおらかに刻んだ彫刻によって知られる

ヒンズｰ教の寺院がある.(本文参照)
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